
 『笛吹けど踊らず』ということわざをご存知だと思います。これは、聖書に書かれてい

るイエス・キリストの言葉が元になっています。 
 

今の時代を何に比べようか。それは子供たちが広場にすわって、ほかの子供たちに呼

びかけ、『わたしたちが笛を吹いたのに、あなたたちは踊ってくれなかった。弔いの歌

を歌ったのに、胸を打ってくれなかった』と言うのに似ている。 
（新約聖書 マタイによる福音書 第 11 章 16・17 節） 

 

 バプテスマのヨハネ（預言者）が食物や水を断っている様子を見て、人々は「あれは悪

霊につかれているのだ」と誹りました。かと思うと、キリストが普通に飲食している様子

を見て、「あれは食をむさぼる者、大酒を飲む者」と非難しました。食べなくても食べて

も非難する。世間の人々は、「こうあってほしい」と願う行動をしてくれない者に対して攻

撃的になるものです。現代でも誰かの発言や行動が"炎上"することが頻繁にあります。

新約聖書が書かれた 2000 年前も現代も、状況はたいして変わりません。 
 

 非難を避ける行動は、ある程度

は必要でしょう。立場や状況を鑑

み、直截的な表現を避ける、セン

シティブな話題は避けるなどの配

慮が必要となる場面もあるでしょう。しかし時として、何を言っても、どんな行動をしても、

非難の声が上がることがあります。正しいとか正しくないとか関係なく、自分の考えに

同調しない人（踊ってくれない人）を追い詰めるために「非難」する人もいるのです。ある

人々が、言葉の罠にかけるためにイエス・キリストに問いかけた出来事がありました。 
 

カイザル（ローマ皇帝）に税金を納めてよいでしょうか、いけないでしょうか 
（新約聖書 マタイによる福音書 第 22 章 17 節） 

 

 当時、ユダヤ地方はローマ帝国の支配下にありましたから、納税は義務でした。しか

し占領下にある民族としては屈辱的なことでもありました。もし「納めて良い」と言えば、

一般市民からは「ユダヤ人に対する屈辱的扱いを是とするのか」と反感を買うことでし

ょう。しかし「納めてはいけない」と言えば、帝国の反逆者として告発されます。どちらの

答えをしてもまずいことになる、そんな罠でした。その時イエス・キリストは、貨幣に皇

帝の肖像が刻印されていることを皆に示して、 
 

カイザルのものはカイザルに、神のものは神に返しなさい 
（新約聖書 マタイによる福音書 第 22 章 21 節） 

 

と語りました。どの立場にある人にとっても非難しようがない回答でした。 
 

 人間には Yes か No か、白か黒か、物事をはっきりきっちり区分したい欲求がありま

す。しかし、世の中のあらゆることは、そう簡単に割り切れないことばかりです。誰かが

笛を吹いたからと言って、必ずしも踊る必要はないのです。 



 自然界も、そうなっています。ミクロの世界

の存在は、時として粒子の性質を、時として波

の性質を示します。「光」は、「光子（こうし）」と

いう粒子として振る舞うこともありますし、特定

の波長を持つ「電磁波」としての振る舞いもし

ます。電子も、粒子と波の両方の性質を示し

ます。更には、「ここにある」という状態を確定

することができず、「このへんに何％の確率で

存在する」という表現しかできない存在でもあ

ります(図 1)。 
 

 この宇宙自体が、不確定で神秘的な存在として創造されています。ですから、もし

人々からの非難に思い悩むことがあったら、

聖書の言葉を通じて、神様の知恵を求めてみ

てはいかがでしょうか。あなたは神様に愛さ

れている存在ですから、必要な知恵が与えら

れることでしょう。 
  

 祈ってみましょう 
 

私は今思い悩んでいます。どう行動したらよいか答が見つからず困っています。神様

からの知恵が必要です。どうか助けてください。 
 

 
 

聖日礼拝：毎週日曜 10：30～12:00 頃  祈祷会：毎月第 3 木曜 19：00～20：30 頃 
 

札幌ペンテコステ教会  http://sapporopk.com （右のＱＲコードからも） 

NewHope のバックナンバー、礼拝の Youtube 動画などもあります。 

日本聖書協会 https://www.bible.or.jp 

ともに聴く聖書  https://www.prsi.org/ja/app（アプリも有） 

ドラマ「The CHOSEN」 https://watch.thechosen.tv 

 

【教会へのアクセス】 

 
市電にて西線 14 条下車 

 

JR 札幌駅前バス停から 

JR北海道バス啓明線[51]にて 

南 14 条西 17 丁目下車 

 

駐車スペース有 

図 1 電子の 3d 軌道（Wikipedia より） 


